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[問題 1] A i j k= − −2 3 ,B i j k= + −4 2 の場合、次のものを求めよ。 
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[問題 2] 

ある点に関する角運動量Lの方向が不変な場合、質点の運動は一つの平面内で行
われることを示せ。  

 

Lの方向を z軸方向にとると、 L Lx y z= = ≠0 0,    L となるから、式(2.20b)より 

   yp zp xpz y x z− = − =0 0,    zp  

この第１式に xを、第２式に yを掛け加えれば、 
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しかし、他方で 0)( ≠−= xyz ypxpL としているから、最後の２式が成立するためには、z = 0、

すなわち、質点はつねに平面 z = 0上にある。 



[問題 3] 

質量 m の質点が速さ v で x 方向に運動している。点 O

から質点の軌道におろした垂線の長さをrpとするとき、

角運動量を求めよ。角運動量が零になるのはどのよう

な場合か、また、角運動量が保存される運動はどのよ

うな時か述べよ。ただし、vは零ではないとする。 

 

vmrL p= 。角運動量が零になるのは、 0≠v に注意すると、 pr =0 の場合である。

角運動量が時間によらず一定になり、保存されるのは、v が時間に依存せず一定

のときである。 
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